
 

 

資料２－１

入札監理小委員会における審議の結果報告 

国土地理院施設管理業務 

 

国土地理院施設管理業務については、公共サービス改革基本方針（別表）において、

平成２４年４月から平成２７年３月までの３年間を契約期間として、民間競争入札を実

施することとされている。 

これに基づいて国土地理院から提出された実施要項案を入札監理小委員会において

審議したので、その結果（主な論点と対応）を以下のとおり報告する。 

 

 

１．資格・経験について（実施要項 9ページ等） 

【論点】 

○ 本業務は、総合評価方式を用いない（加算項目のない）落札者決定方式である 

ため、「質の確保に寄与する付加的要件」の記載は、（付加的＝加算項目と誤解

しないよう）表現を改めることが必要ではないか。 

【対応】 

○ 入札参加者が加算項目と誤解しないよう、「質の確保に寄与する資格・経験」と 

修正した。 

 

 

２．ＩＳＯ９００１認証取得について （実施要項 28 ページ） 

【論点】 

○ ＩＳＯ９００１の資格要件について、グループで参加する場合、例えば、代表企 

 業がＩＳＯ認証を取得していれば要件を満たすのか、それぞれの企業が担当する業

務ごとに認証を受けている必要があるのか。誤解のないよう、注意書き等に明記し

た方が良いのではないか。 

【対応】 

○  要件を明確化するため、以下の注意書きを追加。 

「ＩＳＯ９００１認証取得の有無」については、グループで参加する場合はそれぞ

れが担当する業務ごとに認証を受けていること。 

 

以 上 
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